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 ���� ２４３ 【�式】 

重 点 ⽬ 標 

（１）��・��・地域が��し、きれいで�もが��・��に�ごせる�� 
（２）�⼀��り�すことなく、個に�じた��を��する�� 
⽬指す��� （３）⽣徒が��の�しい��を⽣き抜くために必�な⼒を�につけ、��の⼀員として⾏動できる�材を�成する�� 
（４）��員が⼒を��し、「チーム⼟呂」として前�する�� 

〈現状〉 ①情�発�⼒ ①����において、⾃�の�えを ①各�員が、授業において⽣徒が ①９⽉��の児�⽣徒�末活⽤�査では
〇�体的に授業に向かう��は良�で、�� の向上 ＩＣＴも活⽤しながら、�現する �論やプレゼンなど、情�発� ��⽣徒の59.7％が「ほぼ�⽇」活⽤

�価の「授業の内�がわかる」に�する⽣ ��を��的に��する。 する��を��的に�� していると回�し、これは�平�を⼤ 
徒の肯�的な回�が84.2％である。 ①���価における「挙⼿したり きく上回る�果となった。 

〈�題〉 発�する」情�発�に�する項 ②�年度は、���価の�問項⽬に「タ
〇���価において、「挙⼿したり発�した ⽬の⽣徒の肯�的回�が５０％ ブレット」を�えたところ、��⽣徒

りする」など情�発�に�する項⽬の肯� �上 の84.7％から肯�的な回�を得た。 
的な回�が４３．６％で他の��項⽬と�②指�と�価 ②単元��の中にルーブリック�価 ②各�員が、��的にルーブリック②���題研�を踏まえ、���員がル

して、�い。 の⼀体 を��し、⽣徒の����の向上 �価を��し、授業を�� ーブリック�価の��を�期に１回�
〇�価が、����の向上と指�との��性 と、�員による指�と�価の��②���価等で、ルーブリック�価 上��した。 

を�るための⼯夫が必�である。 性を�める。 ��に�する⽣徒の肯�的�価が ②ルーブリックにより��⽬標の��� 
７０％�上 し⽣徒が主体的に��に�り�むよう 

になった。 
〈現状〉 ①個に�じた ①「みんなの���」の担当につい ①���員による「みんなの�� ①年度当�より、��員を「みんなの� 
○�査では、「��に⾏くのが�しい」の肯 指�体制の て、���員を時間�に��付け�」の��を�� ��」担当として時間�に��づけ、 

�的回�に、�と�して現２年は4.1ポイ 構築 て��的に�⽤する。 ①�⽣�員・児��員��協�� ⽣徒の�場�づくりが促�できた。 
ント�く、現３年は3.3ポイント�い。 ①さわやか相�員、ＳＣやＳＳＷに を�期休業前の年２回��し、 ②�⽣・児��員��協��を１・２� 

○⽣徒指���、��相���を�期的に開 積�的につなげていく。 情�共有の上、��と地域で� 期に１回ずつ��。��と地域におけ 
�し、情�共有を�っている。 ①����との��を�り、��的 �した⾒�り体制を�� る⾒�りの在り�等について協�を� 

〈�題〉 な��を構築する。 めることができた。 
○��に�れない⽣徒や不���向の⽣徒な ②��・�� ②年度当�や夏�休業中などをはじ ②年間を�して、アレルギーやＡＥ②２�期までに、�体策に掲�した研� 

ど、��が���し、現状の中で��的に な��⽣活 ��員��のアレルギーやＡＥＤＤ、⾃�⾞����や薬物乱⽤� 等を��した。���価では、「�� 
��できるよう⾏内体制を�える。 の研�、⽣徒��の⾃�⾞��⽌��などを�� ��や�災��に積�的に��した

〇��・��な⽣活を�るために、「知識」 ��や薬物乱⽤�⽌��などを②���価等で、��員、⽣徒の肯（⾏っている）に、��⽣徒の91.0％ 
から「⾏動」することが必�である。 ��的に��。 �的回�が８０％�上 ��員97.0%から肯�的回�を得た。 

〈現状〉 ①����協 ①��ＨＰに「����協��」の ①��ＨＰに、「����協��」 ①��ＨＰに、����協��の項⽬を 
〇����協����２年⽬を�え、コミュ��の活動 ページを作成し、�事�や活動の のページを�� 掲⽰し、�年度は����協��の内

ニティ・スクールとして��しはじめた。 当の周知 ��等について掲�、更�する。 ①���価アンケートにおける保 �等について掲�を⾏った。���価
〇�査では、「この1年間に、ボランティア ①��だより等で、��に�する� �者、��員の肯�的回�が50 の「��の��を�えている（よくわ
 活動に��したことがありますか。（�ん �を⾏う。 �上 かる）では、��員の93.0% 保�者の
でいる��で⾏われる�掃活動やお�りで 94.4%から肯�的回�を得た。 
のボランティアも�みます。）に、現２年②地域とのか ②����協��において、��を②��を受け、ボランティア活動の 
②�２回の����協��の��で、ボ
⽣は�と�して18ポイント、現３年⽣は かわり とおして地域ボランティア活動に ����に�⼿ 
ランティア活動の����に�するテ
 26ポイント�上�い。 �する���� を⾏う。 ②�査において、「この１年間に、 

ーマを�り上げ、現在協�中である。 
〈�題〉 ②⽣徒�や�活動等も�めて、ボラ ボランティア活動に��したこと 
���価の「��があればＰＴＡや地
〇��を�めるため、����協��を中� ンティア活動に�する情�を積� があるか」の問いに、肯�的回�

域のボランティア活動に積�的に�� 
としたコミュニティ・スクールの��や�的に��する。 が�年平�60％�上 
したい」に��⽣徒の 54.7％から肯�
�に�する保�者等への周知がより必�で 
的な回�を得た。 
ある。 
〇 ⽣徒の ��⼒ を�に 付けるた め、� �（地
 
域）とのつながりや��がより必�とな
 
る。 

〈現状〉 ○��員のス 〇��や����協��員等による 〇��は��期、����協���〇「�科の⾒�・�え�」を踏まえた� 
〇��員がそれぞれのキャリアに�じた業� キルアップ 授業��（�回）を��し、�員員は年３回の授業��（�回）を �指�をテーマに授業��を��した 

を�⾏したり若⼿の�成が⾏われている。 の指�⼒の向上を�る。 ��、��員への助� ほか、⾯�を�して��員に�体的な
〈�題〉 〇⾯�等を活⽤し、��員に⾃�の 〇��員の�事�価で「研�」の⾃研���と��の��を⾏った。��
〇��、��員が��の��を捉え、⾃�の ⽬標に�じた研�の受�を��す⼰�価がＢの��が８５％�上 �価等を�して���員から��指�

�題を把�し、研�等を�してスキルアッ る。 〇ＩＣＴに�する�査で、⽣徒の授の��に�する回��び研�受�の�
プをしていく必�がある。 〇��的にＩＣＴを活⽤した授業 業におけるＩＣＴ活⽤が�３⽇��の��ができた。 
〇ＩＣＴの�果的な活⽤による指��の�� の��を促す。 上とする回�が８５％�上 〇�ＩＣＴ活⽤�査では、��⽣徒の
 を�る。 91.4％が�３⽇�上ＩＣＴを活⽤して
いる（�では71 5％）。

 

＊�き�き各�科等でタブレット
の活⽤を��的に�り�れ、⽣
徒の思�⼒や��⼒、プレゼン
テーションなどの�現⼒等の向
上を�る。 

＊ルーブリック�価を�き�き研

�、活⽤し、⽣徒が����や
�⼒を�めたり、⾃�の�びを

�正する⼒を�める。 

＊�内���援センター「Sola る
ーむ」の�年度開�に向けて、
�援者を��員のみならず、地

域�材を活⽤し、�たな�援体
制を構築する。 

＊⽣徒が、��蘇⽣�で�に付け 
た知識やＡＥＤ活⽤の技�を、 
�������で地域の�々に 
指�するなど、�んだことを⾏ 

動に�び付ける。 

＊��ＨＰを活⽤し、����協

��の��や活動内�、ボラン
ティアの募�などの情�を提供
し、周知を�る。 

＊より����協��の��を�

めるために、 
・協��に��員や⽣徒等を�

え、��と地域の��を��
する。 
・地域ボランティアの�⼝とな 

る。 
・��での�びを���で⽣か
し、⽣徒の「⾏動⼒」を�む 
ために、地域が受け⽫となる 
ための����をする。 

＊⽣徒が「�科の⾒�・�え�」 
を働かせた�びができる授業づ 
くりについて�員が研�、�� 

する。 
＊�員が⾃�の�題を⾒�め、研 
�の受�や体�活動等をとおし 
て⾃�のスキルアップにつなげ 

��活動にいかす。 

�年度への�題と��策 ����協��からの�⾒・��・�価等 

１ 「主体的・��的で�い�び」による�⼒向上 
２ �もが��で��に⽣活できる��作り 
３ コミュニティ・スクールの��をいかし、地域とともに�む��作りの��
４ 授業�開、研�とＩＣＴ活⽤を�した�師⼒アップ 

※重点⽬標は４つ�上の��も可。重点⽬標に��した�価項⽬は����可。
※���は重点⽬標の��と��させる。�価項⽬に��した「�体的�策、 
�策の�価指標」を��。 

�� 現状と�題 

年

 � �

度 ⽬ 標  

�価項⽬ �体的�策 

⾃ ⼰

�策の�価指標 

 

�価 

年

�価項⽬の�成状況 

度 � 価 

 

����協��による�価 

��⽇令和６年２⽉１９⽇ 

〇「みんなの���」の活⽤が 
できている。 
〇先⽣�と⽣徒とのコミュニケ 
ーションがよい。 
〇���価より、⽣徒があいさ
つやいじめのない⽣活ができ

るよう�識している。 
▲��のいじめの��について
⽣徒や保�者にもっと知らせ

る。 

〇��ＨＰに、����協�� 
の情�を掲�している。 
〇���価より、保�者が�� 
だより等から⽣徒の活動を気 

にかけている。 
〇地域との�わりはたくさんも 
っている。 
▲「地域とは何か」を踏まえて 
⽇ごろ�り�んでいる地域と 
のかかわりについてもっとア 

ナウンスする。 
▲地域⾏事をタイムリーにＰＲ 
する。 
▲����協��の周知・活⽤
をより積�的に�り�む。 

▲��員・⽣徒・保�者・地域
が共��識できる⾏動⽬標を

��する。 

〇授業が落ち�いている⇒上�
⽣がお⼿�となっているとい
うよいサイクルに�っていて 

��も��したい。 
〇タブレット�末の使⽤率が� 
い。 
▲���価より、��指�につ
いて⽣徒、��員、保�者の
�価に�があることについて 

��する。 

〇���価より、��員が⾃�
をもって��指�をしている 

と⾃負している。 
▲��員が地域に�してより� 
�を�くもつ。 


